
 令和７年度の取組状況報告

単位 (初期値) Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度 目標

％ 80.0 79.6 81.1 ↗

％ 24.9 28.0 28.7 ↗

％ 0.61 0.56 0.52 →

km/年 76.6 71.7 82.4 →

１　まちづくり政策（水道部関係分）

 政策展開の方向性

　５－（１）　市街地整備の推進

・水道事業においては、引き続き、基幹管路及び老朽配水管の更新・耐震化を進めたことにより、「管路更新
率」を維持し、「基幹管路耐震管率」は上昇しました。また、自然流下配水を拡大する管網整備や、昨年度着
手した大麻高区配水池増設事業の継続などの災害対策を実施しました。
・下水道事業においては、野幌町、野幌東町等の管路点検及び野幌代々木町地区等の管路調査を実施しまし
た。

政 策 の 成 果 指 標

市街地整備に満足している市民割合（都
市機能、公園、上下水道）

水道部が所管する個別計画または重点事業の進捗状況   

「水道事業」
基幹管路耐震管率

「水道事業」
管路更新率

「下水道事業」
管路調査点検延長

２　えべつ未来戦略（水道部関係分）

戦　　　略
■具体的施策

　「関連事業」　（担当課）

令和７年度　水道部　施策展開方針　報告書

政策
５

　計画的な市街地整備による機能的な都市づくりを進めていくほか、安全で快適な道路環境の確保と公共交通
の活性化などによる交通環境の充実を図るとともに、デジタル技術などの活用による市民サービスの利便性
や、行政事務の生産性の向上に取り組むことで、全ての市民が暮らしやすく、いつまでも住み続けたいと思え
るまちづくりを進めます。

【戦略１】
 子どもが主役のまちをつくる

【戦略２】
 幸せに歳を重ねられる暮らしを
 とどける

【戦略３】
 みんなの働きがいと、元気な経済を
 つくる

【戦略４】
 地域から地球温暖化防止に挑む

【戦略５】
 デジタル技術で住みよい明日を
 切りひらく

都
市
生
活
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

収益的支出（A） 2,385,065 

資本的支出（B） 1,682,041 

合計　（A+B） 4,067,106 0 0 0 

収益的支出（A） 3,386,217 

資本的支出（B） 1,580,769 

合計　（A+B） 4,966,986 0 0 0 

9,034,092 0 0 0 

３　水道部の資源

令和6年度

2,382,809 

1,395,777 

3,778,586 

3,321,728 

1,705,486 

5,027,214 

総 額 8,805,800 

水道事業会計
（千円）

下水道事業会計
（千円）
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